
よ
い
一
年
に
な
り
ま
す
よ
う
に

　

２
０
２
０
年
元
旦
、
行
人
岳
山
頂
で
は
午
前
７
時
22
分
ご
ろ
に

真
っ
赤
な
太
陽
が
顔
を
出
し
ま
し
た
。
家
族
連
れ
や
カ
ッ
プ
ル
な
ど

が
「
き
れ
い
」
と
歓
声
を
上
げ
、
肩
を
寄
せ
合
っ
て
記
念
撮
影
を
楽

し
ん
で
い
ま
し
た
。



入
れ
て
栽
培
し
て
い
ま
す
が
、
長
岡

技
術
科
学
大
学
と
提
携
し
て
無
菌
苗

の
研
究
を
進
め
、
現
在
生
産
農
家
に

よ
る
試
験
栽
培
が
行
わ
れ
て
お
り
、

自
給
体
制
が
整
い
つ
つ
あ
り
ま
す
。

こ
の
ほ
か
、
牛
、
豚
、
鶏
な
ど
の
畜

産
、
漁
業
で
は
ブ
リ
養
殖
や
ア
オ
サ

な
ど
が
順
調
に
推
移
し
て
い
ま
す
。

　

町
営
の
太
陽
光
発
電
事
業
に
取
り

組
み
、
そ
の
益
金
で
小
中
学
校
の
給

食
無
料
化
な
ど
に
充
て
て
子
育
て
支

援
を
手
厚
く
し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に

沿
道
へ
の
花
の
植
栽
、
空
き
家
改
修

な
ど
に
も
充
当
し
て
い
ま
す
。
空
き

家
改
修
で
は
住
み
や
す
い
環
境
の
整

備
は
も
ち
ろ
ん
、
民
間
企
業
と
タ
イ

ア
ッ
プ
し
て
室
内
の
状
況
を
映
像
に

し
て
全
国
の
ど
こ
か
ら
で
も
見
ら
れ

る
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
ま
し
た
。
そ

の
か
い
あ
っ
て
、
こ
の
１
年
半
ほ
ど

で
、
約
30
人
が
Ｉ
・
Ｕ
タ
ー
ン
で
定

住
さ
れ
、
本
町
は
活
気
づ
い
て
い
ま

す
。

　

こ
の
ほ
か
、
地
方
創
生
の
一
環
と

　

少
子
高
齢
化
の
波
は
避
け
ら
れ
ま

せ
ん
が
、
そ
の
中
に
あ
っ
て
本
町
は

交
流
人
口
、
関
係
人
口
の
増
加
を
促

進
す
る
た
め
、
町
民
と
と
も
に
さ
ま

ざ
ま
な
事
業
に
も
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
そ
の
柱
の
一
つ
が
、「
ぐ
る
っ

と
一
周
フ
ラ
ワ
ー
ロ
ー
ド
事
業
」で
、

毎
年
春
に
は
「
夢
追
い
長
島
花
フ
ェ

ス
タ
」
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
２
年

に
１
回
秋
に
開
催
す
る
「
な
が
し
ま

造
形
美
術
展
」
に
も
昨
年
は
多
く
の

人
が
訪
れ
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
長
島
を
舞
台
に
子
育
て

を
テ
ー
マ
に
し
た
映
画
「
夕
陽
の
あ

と
」
が
昨
年
11
月
か
ら
全
国
で
上
映

さ
れ
、
好
評
を
得
て
い
ま
す
。
撮
影

に
は
多
く
の
町
民
が
エ
キ
ス
ト
ラ
と

し
て
参
加
さ
れ
、
本
町
の
魅
力
を
全

国
に
Ｐ
Ｒ
で
き
る
こ
と
は
交
流
人
口

増
加
に
大
い
に
役
立
っ
て
い
る
も
の

と
感
じ
て
お
り
ま
す
。

　

一
次
産
業
に
お
い
て
は
、
農
業
で

は
バ
レ
イ
シ
ョ
の
安
定
を
図
る
た
め

に
、
従
来
は
種
苗
を
北
海
道
か
ら
仕

　
町
民
の
皆
さ
ま
に
は
、
心
新
た
に

新
年
を
お
迎
え
の
こ
と
と
お
喜
び
申

し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
、
令
和
と
い
う
新
時
代
を
迎

え
ま
し
た
。
平
成
を
振
り
返
り
ま
す

と
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
普
及
を
背

景
に
社
会
が
大
き
く
変
化
し
、
平
和

で
あ
り
な
が
ら
も
、
幾
つ
も
の
大
き

な
自
然
災
害
に
見
舞
わ
れ
ま
し
た
。

　

本
年
は
令
和
の
幕
開
け
に
ふ
さ
わ

し
く
、
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ

リ
ン
ピ
ッ
ク
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
今

後
も
我
が
国
が
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
と
イ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
り
着
実
に
進
展

を
続
け
、
明
る
い
未
来
で
あ
る
こ
と

を
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

　

現
在
、
長
島
町
で
は
今
後
の
10
年

を
見
据
え
て
、
鷹
巣
診
療
所
の
新
築

や
総
合
運
動
公
園
の
整
備
、
ブ
ロ
ー

ド
バ
ン
ド
（
光
通
信
）
の
構
築
と

い
っ
た
大
型
事
業
を
着
々
と
進
め
て

お
り
、
そ
の
実
現
に
向
け
て
、
本
年

に
お
い
て
も
継
続
し
て
推
進
し
て
ま

い
り
ま
す
。

し
て
、
高
校
や
大
学
進
学
に
際
し
て

学
費
な
ど
を
援
助
す
る
「
ぶ
り
奨
学

金
制
度
」
を
導
入
し
て
い
ま
す
。
本

町
に
は
高
校
・
大
学
が
な
く
、
町
外
、

県
外
と
な
れ
ば
本
人
や
保
護
者
の
負

担
が
大
き
く
、
そ
の
一
助
に
な
れ
ば

と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

令
和
２
年
度
は
合
併
か
ら
15
年
目

を
迎
え
ま
す
。
冒
頭
に
申
し
上
げ
ま

し
た
大
型
事
業
の
推
進
は
も
ち
ろ

ん
、
交
流
人
口
を
さ
ら
に
増
加
さ
せ

る
に
は
、
農
業
、
漁
業
な
ど
の
一
次

産
業
と
観
光
の
融
合
を
今
以
上
に
進

め
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
日
帰

り
観
光
か
ら
滞
在
型
観
光
へ
と
シ
フ

ト
さ
せ
、
多
く
の
人
を
呼
び
込
ん
で

町
の
発
展
に
つ
な
げ
て
ま
い
り
ま

す
。

　

さ
ら
に
、「
ぐ
る
っ
と
一
周
フ
ラ

ワ
ー
ロ
ー
ド
事
業
」
を
発
展
さ
せ
、

新
た
に
宝
の
木
整
備
事
業
を
展
開
し

て
ま
い
り
ま
す
。
宝
の
木
を
「
ほ
う

の
き
」と
呼
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
が
、

モ
ク
レ
ン
科
に
「
ホ
ウ
ノ
キ
」
と
い

う
木
が
あ
り
、
こ
れ
を
長
島
の
外
周

約
40
㌔
㍍
に
わ
た
っ
て
街
路
樹
と
し

て
植
栽
し
、
魅
力
あ
る
長
島
町
を
こ

れ
か
ら
も
演
出
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

　

私
は
常
に
申
し
上
げ
て
い
ま
す
よ

う
に
、
多
岐
に
わ
た
る
施
策
も
活
力

も
、
健
全
な
財
政
と
の
調
和
が
必
要

不
可
欠
で
あ
り
ま
す
。
要
所
要
所
に

は
十
分
に
気
配
り
し
な
が
ら
、
活
力

あ
る
、
魅
力
あ
る
長
島
町
づ
く
り
に

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

今
後
も
、「
子
ど
も
に
夢
を
」、「
働

く
人
に
活
力
を
」、「
お
年
寄
り
や
弱

者
に
は
一
人
ひ
と
り
を
大
切
に
す
る

福
祉
」
の
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
て

ま
い
り
ま
す
。

　

結
び
に
、
本
年
が
町
民
の
皆
さ
ま

に
と
っ
て
実
り
多
き
素
晴
ら
し
い
一

年
と
な
り
ま
す
よ
う
、
心
か
ら
お
祈

り
申
し
上
げ
、
新
年
の
挨
拶
と
い
た

し
ま
す
。

今
後
の
10
年
を
見
据
え
て

長
島
町
長

川
添　

健

の
キ
ャ
ン
パ
ス
は
、
長
島
町
の
新
た

な
産
業
の
可
能
性
と
町
民
所
得
の
向

上
な
ど
地
域
活
性
化
に
つ
な
が
る
可

能
性
を
大
い
に
秘
め
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
最
も
進
ん
で
い
る
研
究
の

ひ
と
つ
が
バ
レ
イ
シ
ョ
の
種
苗
生
産

技
術
の
開
発
で
す
。
町
内
で
は
種
苗

の
ほ
と
ん
ど
を
北
海
道
産
に
頼
っ
て

い
ま
す
が
、
町
内
で
生
産
さ
れ
た
種

苗
を
使
用
で
き
れ
ば
、
経
費
削
減
に

つ
な
が
り
、
安
定
し
た
収
入
を
得
る

こ
と
が
可
能
と
な
り
ま
す
。
生
産
技

術
は
ほ
ぼ
確
立
さ
れ
て
い
る
よ
う
で

す
が
、
今
後
は
種
苗
の
栽
培
面
積
や

貯
蔵
施
設
、
農
家
へ
の
配
布
方
法
な

ど
に
つ
い
て
細
か
く
詰
め
て
い
く
必

要
が
あ
る
と
考
え
ま
す
。
議
会
で
は

革
新
種
苗
調
査
特
別
委
員
会
を
中
心

に
今
年
も
種
苗
研
究
に
つ
い
て
注
視

し
、
調
査
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
今
年
は
長
島
版
総
合
戦
略

の
見
直
し
の
年
と
な
り
ま
す
。
こ
れ

長
岡
技
術
科
学
大
学
・
鹿
児
島
工
業

専
門
学
校
の
「
長
島
大
陸　

夢
創
造

キ
ャ
ン
パ
ス
」
が
指
江
庁
舎
に
開
設

し
ま
し
た
。
11
月
に
は
長
島
を
舞
台

に
し
た
映
画
「
夕
陽
の
あ
と
」
が
上

映
さ
れ
、
ガ
ー
デ
ン
ズ
シ
ネ
マ
（
鹿

児
島
市
）
で
は
、
当
初
１
カ
月
の
上

映
期
間
が
昨
年
末
い
っ
ぱ
い
に
延
長

さ
れ
る
な
ど
、
見
る
も
の
に
感
動
を

与
え
、
好
評
を
得
ま
し
た
。
町
内
の

小
・
中
学
校
に
は
、
全
教
室
に
空
調

設
備
が
設
置
さ
れ
、
子
ど
も
の
よ
り

よ
い
学
習
環
境
整
備
が
図
ら
れ
て
お

り
ま
す
。

　

前
述
の
長
岡
技
術
科
学
大
学
の

キ
ャ
ン
パ
ス
誘
致
に
つ
い
て
は
、
議

会
か
ら
も
町
当
局
に
働
き
か
け
、
大

学
に
対
し
て
も
要
望
書
を
提
出
し
て

お
り
ま
し
た
。
長
島
町
は
、
同
大
学

と
農
業
や
漁
業
、環
境
・
エ
ネ
ル
ギ
ー

問
題
な
ど
多
岐
に
わ
た
り
協
力
し
合

う
こ
と
が
約
束
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ

　
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

町
民
の
皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て

は
、
輝
か
し
い
新
春
を
健
や
か
に
お

迎
え
の
こ
と
と
、
心
か
ら
お
喜
び
申

し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
旧
年
中
は
町

議
会
の
運
営
に
深
い
ご
理
解
と
多
大

な
る
ご
協
力
を
賜
り
、
厚
く
お
礼
申

し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
は
、
な
が
し
ま
造
形
美
術
展

を
は
じ
め
、
お
さ
か
な
祭
り
や
夢
追

い
長
島
花
フ
ェ
ス
タ
、
各
種
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
大
会
な
ど
、
多
彩
な
催
し
で

に
ぎ
わ
い
を
見
せ
、
元
気
な
長
島
町

を
町
内
外
に
発
信
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

　

町
政
に
お
い
て
は
、
４
月
に
新
し

い
東
分
遣
所
が
開
設
し
、
地
域
の
暮

ら
し
の
安
心
と
安
全
を
担
う
拠
点
と

な
り
ま
し
た
。
10
月
に
は
以
前
よ
り

包
括
連
携
協
定
を
結
び
、
町
内
で
さ

ま
ざ
ま
な
研
究
を
と
も
に
し
て
き
た

ま
で
、
ぶ
り
奨
学
金
制
度
の
創
設
や

空
き
家
対
策
な
ど
多
く
の
事
業
が
行

わ
れ
て
き
ま
し
た
。
当
初
の
計
画
ど

お
り
行
わ
れ
た
も
の
が
ほ
と
ん
ど
で

す
が
、
で
き
な
か
っ
た
も
の
、
そ
し

て
途
中
で
事
業
が
見
直
さ
れ
た
も
の

も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
計
画
ど
お
り

行
わ
れ
た
も
の
の
中
に
も
、
有
用
性

に
乏
し
い
も
の
も
あ
ろ
う
か
と
思
い

ま
す
。
平
成
27
年
度
か
ら
令
和
元
年

度
の
５
年
間
の
検
証
を
入
念
に
さ

れ
、
第
２
期
の
長
島
版
総
合
戦
略
で

は
人
口
減
少
克
服
と
地
域
活
性
化
の

た
め
に
、
長
島
町
に
合
っ
た
地
方
創

生
の
検
討
が
さ
れ
、
新
し
い
時
代
を

切
り
開
く
充
実
し
た
内
容
に
な
る
こ

と
を
願
っ
て
お
り
ま
す
。

　

町
民
の
代
表
で
あ
る
町
議
会
と
し

ま
し
て
は
、
執
行
機
関
と
互
い
に
切

磋
琢
磨
し
な
が
ら
、
主
役
は
町
民
の

皆
さ
ま
で
あ
る
こ
と
を
第
一
に
、
鋭

意
努
力
し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

　

最
後
に
、
町
民
の
皆
さ
ま
の
一
層

の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
申
し

上
げ
る
と
と
も
に
、
本
年
が
皆
さ
ま

一
人
ひ
と
り
に
と
っ
て
、
実
り
多
き

素
晴
ら
し
い
一
年
と
な
り
ま
す
よ

う
、心
よ
り
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

新
し
い
時
代
を
切
り
開
く
一
年
に

長
島
町
議
会
議
長

林　

義
明
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町
民
の
皆
さ
ん
が
納
め
る
税
金
や

国
・
県
か
ら
の
補
助
金
は
、
私
た
ち

の
生
活
を
よ
り
よ
く
す
る
た
め
に
い

ろ
い
ろ
な
形
で
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
が
ど
れ
く
ら
い
納
め
ら

れ
、
ど
の
よ
う
に
使
わ
れ
て
い
る
か

を
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
平
成

30
年
度
の
決
算
を
報
告
し
ま
す
。

普
通
会
計
決
算
の
概
要

　

平
成
30
年
度
は
、「
第
２
次
長
島

町
総
合
振
興
計
画
」
の
２
年
目
と
し

て
、
道
路
・
港
湾
・
漁
港
な
ど
の
社

会
資
本
整
備
や
小
中
学
生
の
給
食
費

無
償
化
な
ど
積
極
的
に
事
業
実
施
し

ま
し
た
。
こ
の
結
果
、
普
通
会
計
で

10
年
連
続
と
な
る
１
０
０
億
円
を
超

え
る
決
算
と
な
り
ま
し
た
。

　

決
算
収
支
の
状
況
は
、
歳
入
総
額

１
２
５
億
５
９
４
１
万
円
、
歳
出
総

額
１
１
８
億
２
３
６
９
万
円
、
歳
入

歳
出
差
引
額
は
７
億
３
５
７
２
万

円
で
、
実
質
単
年
度
収
支
は

９
８
７
１
万
３
千
円
の
赤
字
と
な
り

ま
し
た
。

　

歳
出
で
は
、
町
道
整
備
事
業

６
億
７
１
８
２
万
９
千
円
、
港
湾
整
備

４
億
２
１
９
万
６
千
円
、
総
合
運
動
公

園
整
備
事
業
１
億
７
３
０
４
万
３
千

円
、
産
地
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
事
業

４
億
６
５
１
９
万
円
、
東
分
遣
所
整

備
事
業
５
億
２
０
６
２
万
４
千
円
な

ど
を
実
施
し
た
た
め
、
投
資
的
経
費

は
40
億
４
２
４
５
万
４
千
円
と
な
り

ま
し
た
。

　

積
立
金
は
、
夢
追
い
獅
子
島
架
橋

基
金
に
１
億
２
５
７
万
円
、
ぶ
り
奨

学
金
基
金
に
６
８
８
万
６
千
円
な
ど

を
積
立
て
ま
し
た
。

　

基
金
残
高
は
56
億
４
０
５
５
万
９
千
円

で
前
年
比
３
億
９
９
３
４
万
１
千
円

の
減
額
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
結
果
の
報
告
を
通
じ
、
町
財

政
の
実
情
に
つ
い
て
ご
理
解
を
い
た

だ
き
、
今
後
の
財
政
運
営
に
よ
り
一

層
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

地
方
消
費
税
率
の
引
き
上
げ
分
に

係
る
使
途
の
明
確
化
に
つ
い
て

　

平
成
26
年
４
月
１
日
か
ら
消
費
税
率

（
国
・
地
方
）
が
５
％
か
ら
８
％
へ
引

き
上
げ
ら
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
地
方
消

費
税
交
付
金
の
増
収
分
に
つ
い
て
は
、

そ
の
使
途
を
明
確
化
し
、
社
会
保
障
施

策
に
要
す
る
経
費
（
人
件
費
以
外
）
に

充
て
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

本
町
の
平
成
30
年
度
の
地
方
消

費
税
（
社
会
保
障
財
源
化
分
）
は
、

８
０
８
１
万
１
千
円
と
な
り
、
こ
れ
ら

は「
障
害
者
自
立
支
援
給
付
事
業
」、「
高

齢
者
生
活
支
援
事
業
」、「
子
ど
も
医
療

費
助
成
事
業
」、「
介
護
予
防
給
付
事

業
」、「
母
子
保
健
事
業
」、「
予
防
接
種

事
業
」
に
活
用
さ
れ
ま
し
た
。

町
の
家
計
簿
を
公
表
し
ま
す

義
務
的
経
費
が
37
・
４
％

　

義
務
的
経
費
と
は
、
町
で
働

く
職
員
の
人
件
費
や
国
な
ど
へ

の
借
金
返
済
額
を
表
す
公
債

費
、
児
童
や
高
齢
者
な
ど
を
支

援
す
る
た
め
の
扶
助
費
な
ど
の

こ
と
で
す
。

自主財源その他内訳（単位：千円）
　使用料及び手数料
　財 産 収 入
　寄 附 金
　繰 入 金
　諸 収 入

59,788
52,322

207,547
631,038
188,250

その他 9.1％
11 億 3894 万５千円

依

存

財 源

自 主

財
源歳入

125 億
5941 万円

町税 7.3％
9 億 1943 万２千円

分担金及び負担金 1.4％
１億 7217 万４千円

国庫支出金 10.4％
13 億 788 万９千円

地方交付税交付金 37.1％
46 億 6155 万９千円

繰越金 6.3％
７億 8792 万２千円

町債 15.6％
19 億 6250 万円

県支出金 10.7％
13 億 4283 万５千円

その他 2.1％
２億 6615 万４千円

依存財源その他内訳（単位：千円）
地方譲与税
利子割交付金
配当割交付金
株式等譲渡所得割交付金
地方消費税交付金
自動車取得税交付金
地方特例交付金
交通安全対策特別交付金

65,909
1,412
1,572
1,860

179,137
11,601

3,469
1,194

平
成
30
年
度
決
算
報
告

災害復旧事業費 1.4％
１億 5961 万１千円

維持補修費 0.8％
9314 万２千円

積立金 1.1％
１億 2621 万４千円

歳出
（性質別）

118 億
2369 万円

投
資 的 経 費

義

務
的

経
費

そ
の

他
経

費

人件費 11.2％
13 億 2166 万２千円

物件費 11.4％
13 億 5045 万 3 千円

扶助費 13.2％
15 億 6248 万３千円

普通建設事業費 32.8％
38 億 8284 万３千円

公債費 13.0％
15 億 3774 万４千円

補助費等 8.9％
10 億 5349 万７ 千円

繰出金 6.2％
７億 3604 万１千円

歳出
（目的別）

118 億
2369 万円

民生費 21.1％
24 億 9152 万円

土木費 13.4％
15 億 7924 万６千円

公債費 13.0％
15 億 3774 万４千円

総務費 13.4％
15 億 8290 万７千円

農林水産業費 12.8％
15 億 1527 万７千円

衛生費 5.5％
6 億 4661 万４千円

消防費 8.6％
10 億 1369 万８千円

教育費 5.1％
６億 252 万８千円

商工費 5.0％
５億 9268 万９千円

災害復旧事業費 1.3％
１億 5961 万１千円

労働費 0.0％
124 万２千円

議会費 0.9％
１億 61 万４千円

■
補
助
費
等

　

各
種
団
体
に
対
す
る
助
成
金
や

　

一
部
事
務
組
合
へ
の
負
担
金
な

　

ど
の
経
費

■
繰
出
金

　

他
会
計
に
支
出
す
る
経
費

■
普
通
建
設
事
業
費

　

道
路
、
橋
り
ょ
う
、
港
湾
、
公

　

営
住
宅
等
の
建
設
事
業
に
要
す

　

る
経
費

●
歳
出
（
目
的
別
・
グ
ラ
フ
３
）

■
総
務
費

　

全
般
的
な
管
理
事
務
、
企
画
調

　

整
事
務
、
財
政
事
務
、
選
挙
事

　

務
な
ど
の
経
費

■
民
生
費

　

社
会
福
祉
、
身
体
障
害
者
、
老

　

人
福
祉
、
児
童
福
祉
な
ど
の
経
費

■
衛
生
費

　

保
健
事
業
、
感
染
症
予
防
、
廃

　

棄
物
処
理
な
ど
の
経
費

■
農
林
水
産
業
費

　

農
・
林
・
漁
業
振
興
対
策
の
経
費

■
土
木
費

　

道
路
、
橋
り
ょ
う
、
河
川
、
港

　

湾
、
公
営
住
宅
な
ど
の
経
費

■
消
防
費

　

消
火
、
防
災
防
除
、
災
害
時
被

　

害
軽
減
な
ど
の
経
費

■
教
育
費

　

教
育
委
員
会
、
小
・
中
学
校
、

　

社
会
教
育
な
ど
の
経
費

●
歳
入
（
グ
ラ
フ
１
）

■
地
方
交
付
税

　

国
に
納
め
て
い
た
だ
い
た
税
金

　

を
一
定
の
基
準
に
よ
り
国
か
ら

　

交
付
さ
れ
る
税

■
町
税

　

町
民
税
、
固
定
資
産
税
な
ど
町

　

民
の
皆
さ
ん
が
納
め
る
税
金

■
繰
越
金

　

前
年
度
か
ら
本
年
度
へ
持
ち
越

　

し
た
お
金

■
繰
入
金

　

町
の
基
金
な
ど
か
ら
繰
り
入
れ

　

た
お
金

■
国
庫
・
県
支
出
金

　

各
種
事
業
に
対
す
る
国
・
県
か

　

ら
交
付
さ
れ
る
補
助
金

■
町
債

　

町
が
借
り
入
れ
た
お
金

●
歳
出
（
性
質
別
・
グ
ラ
フ
２
）

■
人
件
費

　

町
職
員
の
給
与
や
退
職
金
、
議

　

員
や
委
員
の
報
酬
な
ど
の
経
費

■
扶
助
費

　

児
童
・
高
齢
者
・
生
活
困
窮
者

　

な
ど
を
援
助
す
る
た
め
の
経
費

■
公
債
費

　

事
業
を
行
う
た
め
に
借
り
入
れ

　

た
お
金
の
償
還
金

行
政
用
語
の
解
説

グラフ１

グラフ２

グラフ３

自
主
財
源
は
24
・
０
％　

　

町
の
財
源
に
は
、
町
税
な
ど

の
自
分
た
ち
で
収
入
を
得
る
「
自

主
財
源
」
と
、
地
方
交
付
税
な

ど
の
よ
う
に
国
や
県
な
ど
か
ら

交
付
さ
れ
る
「
依
存
財
源
」
の

２
種
類
が
あ
り
ま
す
。
自
主
財

源
が
多
い
ほ
ど
、
自
主
性
が
高

い
ま
ち
づ
く
り
が
で
き
ま
す
。

入湯税の使途状況（単位：千円）
平成 30 年度入湯税

観光施設の整備
　 ・東泉望改修事業

　 ・椿の湯改修事業

843

26,998
（内　590）

10,764
（内　253）

45



↑指定管理者が決定した「道の駅長島」（写真左）と「道の駅黒之瀬戸だんだん市場」

↑歌に合わせて、丸太を束石にドスンと落とす土突の様子

紅白餅に飛び付く参加者たち

令和元年度長島フェスタ

新
鷹
巣
診
療
所
が
着
工

　

長
島
フ
ェ
ス
タ
（
産
業
・
福
祉
・

健
康
ま
つ
り
）
が
12
月
１
日
、
町
文

化
ホ
ー
ル
と
Ｂ
＆
Ｇ
体
育
館
周
辺
で

あ
り
、
約
３
５
０
０
人
が
詰
め
掛
け

ま
し
た
。

　

特
設
ス
テ
ー
ジ
で
行
わ
れ
た
オ
ー

プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
で
は
、「
野

田
郷
島
津
太
鼓
」の
演
奏
で
始
ま
り
、

山
口
正
成
実
行
委
員
長
が
「
本
町
は

一
次
産
業
の
町
。
長
島
の
農
産
物
、

海
産
物
を
楽
し
ん
で
」
と
あ
い
さ
つ

し
ま
し
た
。

　

会
場
周
辺
で
は
、
各
種
団
体
の
出

店
が
軒
を
連
ね
、
餅
つ
き
や
農
業
委

員
会
委
員
に
よ
る
家
庭
菜
園
教
室
、

木
の
家
の
棟
上
げ
な
ど
が
行
わ
れ
、

　

令
和
元
年
第
４
回
長
島
町
議
会
定

例
会
が
、
12
月
４
日
か
ら
13
日
ま
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

赤
潮
被
害
緊
急
支
援
事
業
補
助
金

や
農
地
中
間
管
理
機
構
協
力
金
交
付

事
業
補
助
金
な
ど
を
盛
り
込
ん
だ

令
和
元
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

（
５
５
３
９
万
６
千
円
追
加
、
総
額

１
１
７
億
６
９
１
５
万
１
千
円
）
が

可
決
さ
れ
た
ほ
か
、
長
島
町
会
計
年

度
任
用
職
員
の
給
与
お
よ
び
費
用
弁

償
に
関
す
る
条
例
や
長
島
町
水
道
事

業
の
設
置
な
ど
に
関
す
る
条
例
、
町

内
２
カ
所
の
道
の
駅
の
指
定
管
理
者

の
指
定
な
ど
を
含
む
計
40
議
案
が
可

決
さ
れ
ま
し
た
。

福祉事務所
生活保護費の支給（生活扶助、医療扶助など） 15,000

水産商工課
赤潮被害緊急支援事業補助金 14,625
東町漁協直販所整備事業補助金 4,921
電力需要低減設備投資支援事業補助金 7,557

農林課
農地中間管理機構協力金交付事業補助金（城川内、汐見、小浜） 16,893

耕地課
農業用施設など災害復旧工事（濱田地区、下茱木平地区） 6,150
農地災害復旧工事（芋山地区、小宇都地区） 3,455
７月豪雨被害（農業用施設、農地）単独災害復旧費 2,550

建設課
広野春木ヶ丘線の整備 2,000
唐隈線の整備 6,601
浦汐屋茅屋線の整備 10,800

学校教育課
令和２年度教科書改訂に伴う教員用指導書など購入 9,501

追加された予算の主な事業
単位：千円

　

こ
の
ほ
か
、
平
成
30
年
度
長
島
町

決
算
が
認
定
さ
れ
、
赤
潮
被
害
対
策

に
係
る
費
用
へ
の
助
成
な
ど
を
求
め

る
陳
情
が
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
補
正
予
算
で
追
加
さ
れ
た

主
な
事
業
は
次
の
と
お
り
で
す
。

▼
会
計
年
度
任
用
職
員
制
度
が
開
始

　

地
方
公
共
団
体
で
雇
用
さ
れ
て
い
る
臨
時
・
雇
用

非
常
勤
職
員
の
適
正
な
任
用
を
確
保
し
、
働
き
方
改

革
や
行
政
需
要
の
多
様
化
な
ど
に
対
応
す
る
た
め
、

地
方
公
務
員
法
お
よ
び
地
方
自
治
法
が
改
正
さ
れ
、

会
計
年
度
任
用
職
員
制
度
が
創
設
さ
れ
ま
し
た
。

　

本
町
で
も
現
在
雇
用
し
て
い
る
臨
時
職
員
が
４
月

１
日
か
ら
会
計
年
度
任
用
職
員
と
し
て
、
任
用
さ
れ

ま
す
。

　

制
度
導
入
に
よ
り
、
効
率
的
な
行
政
運
営
が
図
ら

れ
ま
す
。

▼
水
道
事
業
が
統
合
さ
れ
、
公
営
企
業
会
計
に
移
行

　

獅
子
島
地
区
を
除
く
長
島
本
島
地
区
４
簡
易
水
道

事
業
お
よ
び
２
飲
料
水
供
給
施
設
は
統
合
さ
れ
、
長

島
町
水
道
事
業
と
し
て
、
こ
れ
ま
で
の
官
公
庁
会
計

（
特
別
会
計
）
か
ら
地
方
公
営
企
業
法
の
財
務
規
定

な
ど
を
適
用
し
た
公
営
企
業
会
計
に
４
月
１
日
か
ら

移
行
し
ま
す
。

　

こ
れ
に
よ
り
、各
年
の
経
費
負
担
が
明
確
化
さ
れ
、

貸
借
対
照
表
、
損
益
計
算
書
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ
フ
ロ
ー

計
算
書
と
い
っ
た
財
務
諸
表
の
作
成
を
通
し
て
、
経

営
状
況
が
理
解
し
や
す
く
な
り
ま
す
。

　

な
お
、
地
方
公
営
企
業
へ
の
適
用
は
主
に
会
計
方

法
の
変
更
で
あ
り
、
使
用
者
の
皆
さ
ん
に
直
接
の
影

響
は
あ
り
ま
せ
ん
。

令
和
２
年
度
か
ら
会
計
年
度
任
用
職
員
制
度
開
始

長島町
議会
定例会

歳
末
の
催
し
大
盛
況

（
木
造
公
共
施
設
整
備
事
業
）
を
活

用
し
、
木
造
２
階
建
て
の
延
べ
床
面

積
約
１
９
９
６
平
方
㍍
、
総
事
業
費

約
10
億
３
６
０
０
万
円
を
か
け
て
整

備
さ
れ
ま
す
。

　

１
階
に
診
察
室
、２
階
に
病
室（
１

床
11
室
、
４
床
２
室
）
な
ど
が
配
置

さ
れ
、
内
装
材
に
も
多
く
の
木
材
が

使
用
さ
れ
る
予
定
で
す
。

　

式
に
は
、
地
元
や
町
関
係
者
ら
約

60
人
が
出
席
。
川
添
健
町
長
は
「
安

全
に
十
分
気
を
付
け
て
、
町
民
が
安

心
で
き
る
施
設
を
完
成
さ
せ
て
ほ
し

い
」
と
話
し
ま
し
た
。

　

式
の
後
、
今
で
は
見
ら
れ
な
く

な
っ
た
、
木
造
建
築
の
際
に
束つ

か
い
し石
を

丸
太
で
突
き
固
め
る
「
土ど

づ
き突

」
と
い

う
伝
統
行
事
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
町
内
で
約
50
年
前
ま
で

行
わ
れ
て
い
た
も
の
で
、
地
元
住
民

ら
も
一
目
見
よ
う
と
見
学
に
訪
れ
ま

し
た
。

　

歌
者
の
上
傳つ

た
えさ
ん（
本
町
）の「
土

突
歌
」
に
合
わ
せ
て
、関
係
者
ら
は
、

や
ぐ
ら
の
真
ん
中
に
つ
る
さ
れ
た
丸

太
を
「
ヨ
イ
ヤ
」
と
威
勢
よ
く
束
石

に
落
と
し
て
地
面
を
固
め
、
工
事
の

無
事
完
成
を
祈
願
し
ま
し
た
。

　

長
島
町
国
民
健
康
保
健
鷹
巣
診
療

所
新
築
工
事
安
全
祈
願
祭
が
12
月
21

日
、
建
設
予
定
地
で
あ
る
町
役
場
隣

接
の
職
員
駐
車
場
敷
地
で
あ
り
ま
し

た
。

　

こ
れ
は
、
現
施
設
の
老
朽
化
や
駐

車
場
不
足
な
ど
の
課
題
解
決
の
た
め

移
転
・
新
築
さ
れ
る
も
の
で
、
災
害

発
生
時
の
負
傷
者
な
ど
の
受
け
入
れ

施
設
と
し
て
も
利
用
さ
れ
る
予
定
で

す
。

　

県
の
か
ご
し
ま
材
利
用
推
進
事
業

50
年
ぶ
り
の
土
突
で
安
全
祈
願

親
子
連
れ
な
ど
で
大
い
に
に
ぎ
わ
い

ま
し
た
。

　

館
内
で
は
、
品
評
会
に
出
品
さ
れ

た
農
産
物
の
即
売
会
、学
校
給
食
展
、

血
圧
測
定
な
ど
を
体
験
で
き
る
健
康

相
談
・
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
が
設
け
ら

れ
ま
し
た
。

　

終
盤
に
は
、
農
業
用
機
械
や
特
産

品
な
ど
が
当
た
る
お
楽
し
み
抽
選
会

が
あ
り
、
番
号
が
読
み
上
げ
ら
れ
る

た
び
に
歓
声
が
上
が
り
ま
し
た
。

　

来
場
し
た
大
川
清
美
さ
ん（
中
南
）

は
「
お
魚
大
抽
選
会
で
ブ
リ
フ
ィ
レ

が
当
た
っ
て
う
れ
し
い
」
と
満
足
げ

で
し
た
。
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↑あいさつする川添町長

女
性
視
点
で
考
え
る
、
健
康
づ
く
り

長
島
町
女
性
の
声
を
聴
く
１
０
１
の
会

　

町
で
は
、
女
性
の
声
を
町
政
に
反

映
す
る
こ
と
を
目
的
に
し
た
「
長
島

町
女
性
の
声
を
聴
く
１イ

チ
マ
ル
イ
チ

０
１
の
会
」

を
11
月
15
日
、
町
開
発
総
合
セ
ン

タ
ー
で
開
催
し
、
各
地
区
や
各
種
団

体
か
ら
選
出
さ
れ
た
計
58
人
の
女
性

と
川
添
町
長
を
は
じ
め
、
町
職
員
と

意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

　

会
で
は
、
９
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ

て
「
健
康
づ
く
り
」
を
テ
ー
マ
に
議

論
し
、
町
へ
の
要
望
や
提
言
を
集
約

し
た
後
、代
表
者
が
発
表
し
ま
し
た
。

女
性
な
ら
で
は
の
意
見
も
多
く
出
さ

れ
、
貴
重
な
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

会
で
上
が
っ
た
主
な
意
見
を
町
の

回
答
と
合
わ
せ
て
次
の
と
お
り
紹
介

し
ま
す
。

◇
町
総
合
町
民
体
育
館
の
健
康
器
具

を
日
中
も
使
わ
せ
て
ほ
し
い
。

［
回
答
］
現
時
点
で
町
民
体
育
館
に

は
職
員
が
常
駐
し
て
い
な
い
た
め
、

昼
間
の
開
放
は
器
具
の
取
り
扱
い
方

法
や
安
全
面
が
確
保
で
き
な
い
の
で

難
し
い
状
況
。
総
合
運
動
公
園
が
完

成
す
る
と
体
育
館
に
も
職
員
の
配
置

を
予
定
し
て
い
る
の
で
、
そ
れ
ま
で

は
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

◇
体
育
館
で
の
運
動
中
は
、
小
さ
い

子
ど
も
を
見
守
る
人
が
い
な
い
。
子

ど
も
が
遊
べ
る
キ
ッ
ズ
ス
ペ
ー
ス
を

設
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
か
。

［
回
答
］
キ
ッ
ズ
ス
ペ
ー
ス
を
設
け

る
と
、
子
ど
も
を
見
守
る
職
員
が
必

要
。
職
員
配
置
や
ス
ペ
ー
ス
の
確
保

な
ど
で
、
設
置
は
難
し
い
。

◇
体
育
館
の
使
用
予
約
は
役
場
へ
の

電
話
が
必
要
で
、
使
用
状
況
の
確
認

も
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
不

便
。
体
育
館
に
直
接
予
約
で
き
る
よ

う
に
な
ら
な
い
か
。
体
育
館
予
約
状

況
の
掲
示
を
役
場
玄
関
や
体
育
館
玄

関
に
し
て
も
ら
え
な
い
か
。

［
回
答
］
町
内
全
て
の
体
育
施
設
を

教
育
委
員
会
社
会
教
育
課
で
一
括
管

理
し
て
い
る
の
で
、
今
後
も
社
会
教

育
課
で
予
約
を
受
け
付
け
る
。

◇
各
地
域
に
子
ど
も
が
運
動
で
き

て
、
遊
具
も
設
置
さ
れ
て
あ
る
公
園

が
あ
れ
ば
よ
い
の
だ
が
。

［
回
答
］
現
在
、
既
存
の
公
園
に
ト

イ
レ
と
遊
具
の
整
備
を
進
め
て
い

る
。
新
た
な
遊
具
施
設
の
要
望
に
つ

い
て
は
、
費
用
対
効
果
を
調
査
す
る

必
要
が
あ
る
。
設
置
後
の
維
持
管
理

や
安
全
性
確
保
の
観
点
か
ら
、
慎
重

に
検
討
し
た
い
。

◇
町
民
の
健
康
増
進
の
た
め
に
室
内

プ
ー
ル
や
温
水
プ
ー
ル
を
造
っ
て
も

ら
え
な
い
か
。

［
回
答
］
Ｂ
＆
Ｇ
プ
ー
ル
が
老
朽
化

の
た
め
改
修
を
計
画
し
て
い
る
。
改

修
で
は
、
温
水
プ
ー
ル
や
歩
行
浴
が

で
き
る
温
泉
の
併
設
も
予
定
し
て
い

る
。

◇
公
園
に
大
人
も
使
え
る
健
康
遊
具

を
設
置
し
て
も
ら
え
な
い
か
。

［
回
答
］
大
人
と
子
ど
も
の
体
格
差

か
ら
、
大
人
用
の
健
康
遊
具
は
子
ど

も
の
利
用
に
は
適
さ
な
い
。
子
ど
も

の
誤
っ
た
利
用
で
事
故
を
防
ぐ
た
め

に
、
子
ど
も
用
遊
具
と
離
れ
た
と
こ

ろ
に
新
た
な
設
置
場
所
を
確
保
す
る

必
要
が
あ
る
。
安
全
性
と
維
持
管
理

の
面
か
ら
設
置
は
考
え
て
い
な
い
。

◇
夜
に
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
で
き
る
よ
う

に
外
灯
を
増
や
し
て
ほ
し
い
。

［
回
答
］
冬
場
は
日
没
が
早
い
の
で

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
す
る
際
は
、
夜
光

反
射
材
を
着
用
し
、
ラ
イ
ト
で
足
元

を
照
ら
す
な
ど
対
策
を
し
て
も
ら
い

た
い
。
防
犯
灯
に
つ
い
て
は
、
公
民

館
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
事
業
な
ど
を
活
用

し
て
い
た
だ
き
た
い
。

◇
各
公
民
館
に
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
設
置
し
て

ほ
し
い
。

［
回
答
］
現
在
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
配
置
は
、

既
に
配
置
し
て
い
る
各
小
中
学
校
お

よ
び
学
校
か
ら
遠
方
で
救
急
隊
が
到

着
ま
で
に
時
間
を
要
す
る
地
域
（
葛

輪
、
薄
井
、
宮
ノ
浦
、
加
世
堂
、
田

尻
、
浜
漉
）
の
消
防
団
車
両
格
納
庫

に
配
置
し
て
い
る
。
獅
子
島
に
つ
い

て
は
、
島
内
４
地
域
の
消
防
団
格
納

庫
に
配
置
し
て
い
る
。
各
公
民
館
と

な
る
と
数
も
膨
大
で
維
持
管
理
に
係

る
経
費
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
今
後
は

精
査
し
な
が
ら
配
置
を
進
め
た
い
。

◇
現
在
あ
る
町
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
町

外
の
か
た
へ
向
け
て
の
イ
ベ
ン
ト
で

あ
る
。
町
内
の
か
た
が
参
加
で
き
る

よ
う
な
健
康
イ
ベ
ン
ト
を
考
え
て
も

ら
え
な
い
か
。

［
回
答
］
ト
ラ
イ
ジ
ョ
ギ
ン
グ
、
す

い
せ
ん
ウ
ォ
ー
ク
、
壮
年
ミ
ニ
バ

レ
ー
大
会
、
各
公
民
館
対
抗
ス
ポ
ー

ツ
大
会
な
ど
教
育
委
員
会
で
計
画
し

て
い
る
イ
ベ
ン
ト
は
全
て
町
民
の
皆

さ
ん
の
健
康
増
進
や
体
力
向
上
を
目

的
と
し
た
イ
ベ
ン
ト
な
の
で
、
今
後

も
参
加
し
て
ほ
し
い
。

◇
長
島
に
は
、
き
れ
い
な
長
島
八
景

が
あ
る
の
で
、
八
景
を
活
用
し
た
親

子
で
参
加
で
き
る
イ
ベ
ン
ト
を
企
画

で
き
な
い
か
。

［
回
答
］
既
存
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
大

会
や
ジ
ョ
ギ
ン
グ
大
会
は
本
町
の
素

晴
ら
し
い
景
観
や
季
節
の
花
ば
な
な

ど
に
触
れ
ら
れ
る
イ
ベ
ン
ト
な
の

で
、
ぜ
ひ
親
子
で
参
加
し
て
い
た
だ

き
た
い
。八
景
の
活
用
に
つ
い
て
は
、

既
存
の
イ
ベ
ン
ト
も
含
め
て
検
討
し

た
い
。

◇
長
島
元
気
Ｇ
Ｏ
Ｇ
Ｏ
！
体
操
を
時

間
帯
を
決
め
て
防
災
無
線
で
流
せ

ば
、
体
操
す
る
人
が
多
い
の
で
は
な

い
か
。

［
回
答
］
町
民
の
体
操
へ
の
認
識
と

周
知
が
高
ま
っ
た
と
思
わ
れ
た
ら
、

防
災
無
線
で
の
放
送
は
検
討
し
て
い

き
た
い
。
一
方
で
、
現
在
の
定
時
・

時
報
放
送
も
意
見
が
寄
せ
ら
れ
る
の

で
、
こ
れ
ら
を
含
め
て
今
後
の
防
災

無
線
に
つ
い
て
検
討
を
進
め
て
い
き

た
い
。

◇
認
知
症
予
防
に
な
る
活
動
や
レ
ク

レ
ー
シ
ョ
ン
を
指
導
し
て
ほ
し
い
。

［
回
答
］
認
知
症
に
関
す
る
学
習
の

機
会
「
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講

座
」
や
各
老
人
ク
ラ
ブ
、
サ
ロ
ン
な

ど
を
対
象
と
し
た
健
康
教
育
の
中
で

伝
え
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

◇
昼
間
は
時
間
が
と
れ
な
い
の
で
、

夜
に
体
操
教
室
や
ヨ
ガ
教
室
を
集
落

ご
と
に
無
料
で
開
講
し
て
も
ら
え
な

い
か
。

［
回
答
］
町
が
推
奨
し
て
い
る
介
護

予
防
に
関
す
る
体
操
教
室
は
無
料

で
、
夜
間
に
開
催
で
き
る
よ
う
調
整

が
可
能
。
ヨ
ガ
教
室
は
現
在
の
と
こ

ろ
実
施
し
て
お
ら
ず
、
今
後
も
町
で

開
催
す
る
予
定
は
な
い
た
め
、
そ
れ

ぞ
れ
で
講
師
を
呼
び
、
開
催
し
て
い

た
だ
き
た
い
。

◇
健
康
に
関
す
る
講
演
会
が
少
な

い
。
健
康
指
導
を
定
期
的
に
実
施
し

て
ほ
し
い
。

［
回
答
］
年
に
１
回
、
長
島
フ
ェ
ス

タ
で
実
施
し
て
い
た
が
、
参
加
者
が

減
少
し
、
健
康
に
関
す
る
講
演
会
の

代
わ
り
に
健
康
相
談
方
式
の
ス
タ
ン

プ
ラ
リ
ー
を
実
施
す
る
よ
う
に
な
っ

た
。
健
診
後
の
結
果
説
明
会
で
も
健

康
指
導
を
行
っ
て
い
る
の
で
、
気
軽

に
利
用
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

◇
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
を
若
い
世

代
に
も
っ
と
普
及
さ
せ
れ
ば
、
体
を

動
か
す
機
会
が
増
え
る
の
で
は
な
い

か
。

［
回
答
］
鷹
巣･

川
床･

城
川
内
の

グ
ラ
ウ
ン
ド
整
備
が
進
ん
で
い
る
の

で
、
各
種
団
体
や
集
落
で
取
り
組
ん

で
い
た
だ
き
た
い
。

◇
減
塩
や
薄
味
に
気
を
つ
け
て
い
る

が
な
か
な
か
難
し
い
。
食
生
活
改
善

推
進
員
に
指
導
を
し
て
も
ら
え
な
い

か
。
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
バ
ラ
ン
ス

の
良
い
食
事
の
作
り
方
を
紹
介
し
て

も
ら
え
な
い
か
。

［
回
答
］
集
落
や
グ
ル
ー
プ
向
け
、

子
ど
も
、
男
性
の
た
め
の
料
理
教
室

は
実
施
し
て
お
り
、
要
望
を
出
し
て

い
た
だ
け
れ
ば
対
応
可
能
。
気
軽
に

役
場
町
民
保
健
課
に
問
い
合
わ
せ
い

た
だ
き
た
い
。
バ
ラ
ン
ス
が
良
い
食

事
は
県
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
に
掲

載
さ
れ
て
い
る
の
で
、
参
考
に
し
て

い
た
だ
き
た
い
。

◇
塩
分
摂
取
に
気
を
つ
け
る
た
め
に

血
圧
計
を
配
布
し
て
も
ら
え
な
い
か
。

［
回
答
］
以
前
歩
数
計
の
配
布
な
ど

を
実
施
し
た
が
、
活
用
は
数
件
と
少

な
い
状
況
だ
っ
た
。
一
括
配
布
は
経

済
的
な
対
策
と
は
言
い
難
い
の
で
、

必
要
と
し
て
い
る
か
た
に
貸
与
で
き

る
方
法
な
ど
検
討
し
た
い
。

◇
現
在
行
わ
れ
て
い
る
高
齢
者
元
気

度
ア
ッ
プ
ポ
イ
ン
ト
事
業
は
65
歳
以

上
が
対
象
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に

参
加
し
た
ら
年
齢
に
関
係
な
く
も
ら

え
る
よ
う
な
仕
組
み
は
考
え
ら
れ
な

い
か
。

［
回
答
］
町
で
実
施
し
て
い
る
ポ
イ

ン
ト
事
業
は
65
歳
以
上
の
高
齢
者
の

健
康
増
進
、
社
会
参
加
な
ど
の
促
進

を
目
的
と
し
て
い
る
。
地
域
で
高
齢

者
を
支
え
る
仕
組
み
づ
く
り
が
必
要

な
の
で
、
65
歳
未
満
の
か
た
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
が
促
進
さ
れ
る
よ
う
工
夫

し
た
い
。

◇
特
定
健
診
終
了
後
に
全
体
の
結
果

を
分
析
し
て
、
広
報
し
て
も
ら
え
な

い
か
。

［
回
答
］
現
在
、
特
定
健
診
後
の
結

果
説
明
会
で
受
診
率
な
ど
を
報
告
し

て
い
る
。
今
後
も
手
段
を
検
討
し
、

さ
ま
ざ
ま
な
機
会
で
広
報
し
て
い
く

予
定
で
あ
る
。

◇
健
診
や
健
康
に
関
す
る
イ
ベ
ン
ト

に
参
加
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う

チ
ャ
ー
タ
ー
船
で
の
送
迎
は
で
き
な

い
か
。

［
回
答
］
健
診
は
獅
子
島
を
含
む
各

地
域
で
実
施
し
て
い
る
。
イ
ベ
ン
ト

に
つ
い
て
は
、
内
容
や
参
加
人
数
な

ど
に
応
じ
て
対
応
し
た
い
。

各グループで健康づくりについて協議

Ｃグループのワークの様子

Ａグループの発表

Ｆグループの発表
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マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
つ
く
り
ま
し
た
か

　

皆
さ
ん
は
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

（
個
人
番
号
カ
ー
ド
）
を
つ
く
り
ま

し
た
か
。

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
は
氏
名
、

住
所
、
生
年
月
日
、
性
別
、
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
と
本
人
の
顔
写
真
が
表
示
さ

れ
た
Ｉ
Ｃ
チ
ッ
プ
付
き
の
カ
ー
ド

で
、新
規
発
行
手
数
料
は
無
料
で
す
。

　

さ
ま
ざ
ま
な
サ
ー
ビ
ス
で
利
用
す

る
こ
と
が
で
き
、
今
後
も
で
き
る
こ

と
が
増
え
て
い
き
ま
す
。

　

交
付
申
請
は
簡
単
で
す
が
、
交
付

ま
で
に
時
間
が
か
か
り
ま
す
の
で
、

早
め
に
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

持っている

役場町民保健課または
指江庁舎総合管理課へ
お越しください（交付
申請書を発行します）

通知カードに記載
された住所または
氏名に変更がない

通知カードに記載
された住所または
氏名に変更がある

み　
ほ　
ん

新
規
発
行
手
数
料
無
料

○
本
人
確
認
書
類
と
し
て

　

顔
写
真
付
き
の
本
人
確
認
書
類
と

し
て
使
用
で
き
ま
す
。
運
転
免
許
証

を
持
っ
て
い
な
い
、
返
納
し
た
と
い

う
か
た
は
特
に
便
利
で
す
。

○
確
定
申
告
で

　

確
定
申
告
を
オ
ン
ラ
イ
ン
（
ｅ
‐

Ｔ
ａ
ｘ
）
で
で
き
ま
す
。

便
利
な
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

カード申請のフローチャート

通知カードと一緒に送られてきた交
付申請書を持っていますか

持っていない

役場町民保健課または
指江庁舎総合管理課へ
お越しください（交付
申請書を発行します）

４つの方法から申請で
きます（ステップ２へ）

①スマートフォンのカメラで顔写真を撮
影し、保存する
② QR コード読み取りアプリを起動し、
交付申請書の QR コードを読み取る
③画面に従い、申請する

スマートフォンで申請

①デジタルカメラなどで顔写真を撮影
し、データをパソコンに保存する
②インターネットの検索画面で「マイナ
ンバーカード申請」と入力し、「マイナ
ンバーカード総合サイト」に進む
③申請画面で交付申請書に記載されてい
る申請者 ID を入力する
④画面に従い、申請する

パソコンで申請

①交付申請書と通知カードを切り離す
②交付申請書に氏名、電話番号などの記
入や押印、顔写真を貼付する
③インターネットの検索画面で「マイナ
ンバーカード申請」と入力し、「マイナ
ンバーカード総合サイト」に進む
④申請書送付用宛名様式を印刷し、任意
の封筒に貼付する
⑤申請書を封筒に入れ、郵送する

郵便で申請

①最寄りの証明用写真機に交付申請書を
持参する
②タッチパネルから「個人番号カード申
請」を選択し、撮影用の金額を投入する
③交付申請書の QR コードをバーコード
リーダーで読み取る
④画面に従い、必須事項の入力や顔写真
の撮影などを行い、申請する

※最寄りの証明写真機設置場所
　・ニシムタ出水店
　・ディスカウントドラッグコスモス出
　水黄金店
　・生協コープかごしま出水店

証明用写真機で申請

0123　4567　8901
番号　花子

○○県□□市△△町○丁目□番地

番号　花子

0123　4567　8901　2345　6789　012

0123　4567　8901　2345
6789　012

○○県□□市△△町○丁目□番地

平成○年△月□日 女

バンゴウ　ハナコ

平成○年△月□日

み　
ほ　
ん

申請用 ID

スマートフォン申請用
QR コード

個人番号
通
知
カ
ー
ド

個
人
番
号
カ
ー
ド
交
付
申
請
書

兼
電
子
証
明
書
発
行
申
請
書

◎問い合わせ先
　役場町民保健課戸籍住民係
　☎（86）1157［直通］
　マイナンバー総合フリーダイヤル
　☎ 0120（95）0178

ステップ１

申請から約１～２カ月後、役場からマイナンバーに関
するはがきが届きます。はがきの裏面に記載してある
必要書類を持参の上、指定交付場所にマイナンバー
カードを受け取りにお越しください。

カードの受け取り

４つの申請方法を紹介しますステップ２
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↑会で距離が縮まった隊員らとメディア関係者

↑川添町長から一人ひとりに委嘱状を交付

わが町の地方創生

　

12
月
４
日
、
あ
さ
ひ
や
（
指
江
）
で
「
協
力

隊
が
メ
デ
ィ
ア
と
出
会
う
会
ｉ
ｎ
長
島
」
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
活
動
内
容
な

ど
の
情
報
発
信
力
強
化
を
目
的
に
、
新
聞
や
テ

レ
ビ
な
ど
の
メ
デ
ィ
ア
関
係
者
を
招
き
、
そ
の

方
法
な
ど
を
学
び
ま
し
た
。

　

当
日
は
本
町
と
７
自
治
体
の
隊
員
ら
計
18
人

と
メ
デ
ィ
ア
関
係
者
５
人
が
参
加
。
隊
員
ら
は

記
事
に
な
り
や
す
い
ネ
タ
や
記
者
へ
の
情
報
提

供
手
段
、
メ
デ
ィ
ア
各
社
の
取
り
組
み
な
ど
広

い
範
囲
で
意
見
交
換
を
行
い
、
充
実
し
た
様
子

で
し
た
。

　

本
町
隊
員
の
益
田
啓
光
さ
ん
は
「
今
回
学
ん

だ
こ
と
や
メ
デ
ィ
ア
の
か
た
と
の
人
脈
を
活
用

し
、
適
切
な
情
報
を
届
け
て
い
き
た
い
」
と
意

気
込
み
ま
し
た
。

「隊員がメディアと出会う会」開催
情
報
発
信
力
学
ぶ

映画「夕陽のあと」

　長島町が舞台の映画「夕陽のあと」が各地の劇
場で公開されるスケジュールをお知らせします。
　ぜひ、町外の親戚や友人などをお誘いください。
　詳細は「夕陽のあと」ホームページの劇場情報
をご確認ください。
　県内で公開されているガーデンズシネマ（鹿児

島市）では、好評につき再び期間延長が決定しま
した。
　まだ、ご覧になっていないかたはぜひ劇場にお
越しください。
◎問い合わせ先　役場地方創生課地方創生係
　☎（86）1101［直通］

各地の劇場と上映開始のご案内

都道府県 市区町村 劇　　場 上映開始日

北海道 苫小牧市 シネマ・トーラス 1 月 18 日（土）

東京都 世田谷区 下高井戸シネマ 2 月 15 日（土）

栃木県 宇都宮市 ヒカリ座 1 月 18 日（土）

群馬県 高崎市 シネマテークたかさき 1 月 11 日（土）

長野県 上田市 上田映劇 2 月 11 日（火）

新潟県 魚沼市 魚沼映画の専門店 1 月 31 日（金）

静岡県 浜松市 シネマ e-ra 1 月 18 日（土）

京都府 京都市 京都シネマ 2 月 1 日（土）

兵庫県 神戸市 元町映画館 上 映 中

岡山県 岡山市 シネマ・クレール丸の内 1 月 17 日（金）

福岡県 福岡市 KBC シネマ １月18日（土）

広島県 広島市 横川シネマ 2 月 8 日（土）

佐賀県 佐賀市 シアターシエマ 2 月 7 日（金）

宮崎県 宮崎市 宮崎キネマ館 上 映 中

各地の劇場と上映開始日

民
生
委
員
児
童
委
員
の
紹
介

　

長
島
町
民
生
委
員
・
児
童
委
員
協

議
会
は
、
12
月
１
日
、
３
年
間
の
任

期
を
終
え
た
民
生
委
員
・
児
童
委
員

に
感
謝
状
を
伝
達
し
、
新
た
な
委
員

に
委
嘱
状
を
交
付
し
ま
し
た
。

　

会
長
の
川
田
幸
則
さ
ん
は
「
地
域

に
お
け
る
身
近
な
相
談
相
手
と
し

て
、
さ
ま
ざ
ま
な
相
談
に
応
じ
、
行

政
機
関
を
は
じ
め
、
必
要
な
支
援
へ

の
つ
な
ぎ
役
と
な
っ
て
活
動
し
て
い

き
た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

　

今
回
、
委
嘱
状
を
交
付
さ
れ
た
委

員
は
次
の
と
お
り
で
す
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

役
場
福
祉
事
務
所
社
会
福
祉
係

　

☎
（
86
）
１
１
４
６
［
直
通
］

担当地区 氏名 担当地区 氏名

１ 田尻 萩野かおり 20 御所ノ浦・湯ノ口 福山　聡

２ 火ノ浦 杉山　歌代 21 幣串 池田　直美

３ 山門野 小林　由美子 22 平尾中南 山角　美治

４ 加世堂・梅ノ木山 石橋　眞知子 23 母良木・犬ヶ倉 田邊　智美代

５ 川床下・中 大堂　きみ子 24 藤之元・萩之牟礼 加治木　信子

６ 川床上・小坂・杉ノ段 大藪　佐恵子 25 浜漉・北方崎 小㟢　はつみ

７ 牧・市来崎 𠮷鶴　幸代 26 茅屋 嶋内　由美子

８ 脇崎・塩追 枦元　沙織 27 蔵之元上・中 前田　博子

９ 赤崎・山寺・上揚 尾野　清和 28 蔵之元下・渡釜 有馬　和代

10 野中・菅牟田・宮ノ浦 平野ちず子 29 小浜 前田いみ子

11 山中・本町 畠中　晶子 30 指江 古田　睦子

12 西・矢堂 本田　いね子 31 川内 杉本　實子

13 伊唐 濱畑　辰惠 32 城川内 川田　幸則

14 浦底 永岡　久利 33 唐隈 榎田　勝子

15 福ノ浦 濵口　八重子 34 広野 森山　和正

16 桂代・三船 村上　まり子 35 汐見・潟 久保　賢一

17 薄井・白瀬 入口　庄子 36 馬込 湯田　かづ子

18 本浦・葛輪 早﨑真由美 37 主任児童委員 ( 東地区） 田渕　玲子

19 片側 岩下　昭人 38 主任児童委員 ( 西地区） 清原　郁美

長島町民生委員・児童委員および主任児童委員名簿

任期：令和元年 12 月１日～令和４年 11 月 30 日

長
島
町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り

ポ
イ
ン
ト
交
換
は
２
月
28
日
ま
で

　

健
康
づ
く
り
の
活
動
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
な
ど
に
ポ
イ
ン
ト
が
付
与
さ
れ
る

「
高
齢
者
元
気
度
ア
ッ
プ
・
ポ
イ
ン
ト
事

業
」
お
よ
び
「
子
育
て
支
援
も
ポ
イ
ン
ト

ア
ッ
プ
！
元
気
度
ア
ッ
プ
！
推
進
事
業
」

の
ポ
イ
ン
ト
交
換
申
請
期
限
は
２
月
28
日

で
す
。

　

ポ
イ
ン
ト
は
年
間
２
千
円
を
上
限
と
し

て
、
商
品
券
に
交
換
さ
れ
ま
す
。

　

代
表
者
の
か
た
は
近
所
に
住
ん
で
い
る

か
た
に
も
声
を
掛
け
て
い
た
だ
き
、
期
限

内
に
関
係
書
類
の
提
出
を
お
願
い
し
ま

す
。

　

必
要
書
類
は
次
の
と
お
り
で
す
。

○
高
齢
者
元
気
度
ア
ッ
プ
・
ポ
イ
ン
ト
事
業

　

・
高
齢
者
元
気
度
ア
ッ
プ
・
ポ
イ
ン
ト

　

交
換
申
請
書

　

・
ス
タ
ン
プ
カ
ー
ド

○
子
育
て
支
援
も
ポ
イ
ン
ト
ア
ッ
プ
！
元

気
度
ア
ッ
プ
！
推
進
事
業

　

・
グ
ル
ー
プ
活
動
実
績
表

　

・
ポ
イ
ン
ト
付
与
申
請
書

　

・
ポ
イ
ン
ト
交
換
申
請
書　

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　

☎
（
86
）
１
１
５
３
［
直
通
］
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長島町で働ける求人情報！
・１２月１日～１２月２８日ハローワーク出水で掲載受理された求人です。
・応募するにはハローワークからの紹介状が必要となります。求人の詳細に
ついてはハローワーク出水にお尋ねください。
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↑「むし歯ゼロ」受賞の赤嵜航汰君

↑「8020」受賞の関義信さん

１
日

２
日

４
日
～
13
日

４
日

12
日

16
日

　

17
日

　

18
日

　　　

19
日

　

20
日

　

21
日

　

23
日

　

24
日

　

25
日

　

26
日

　

27
日

　

28
日

長
島
フ
ェ
ス
タ

（
町
文
化
ホ
ー
ル
・
Ｂ
＆
Ｇ
体
育
館
周
辺
）

田
尻
自
治
公
民
館
県
地
域
貢
献
活
動
表
彰
報
告

（
役
場
）

民
生
委
員
・
児
童
委
員
委
嘱
状
交
付
式

（
町
開
発
総
合
セ
ン
タ
ー
）

長
島
町
議
会
12
月
定
例
会　
　
　
　
（
役
場
）

人
権
擁
護
委
員
と
の
懇
談
会　
　
　
（
鷹
巣
）

北
薩
広
域
行
政
事
務
組
合
理
事
会（
出
水
市
）

町
長
相
談　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
役
場
）

出
水
地
区
母
子
寡
婦
福
祉
研
修
会

（
町
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
）

土
改
連
理
事
会
・
意
見
交
換
会
（
鹿
児
島
市
）

長
島
町
水
産
振
興
に
係
る
意
見
交
換
会

（
鹿
児
島
市
）

診
療
所
医
師
住
宅
安
全
祈
願
祭　
　
（
鷹
巣
）

景
観
団
体
と
の
懇
談
会　
　
　
　
　
（
鷹
巣
）

鷹
巣
診
療
所
安
全
祈
願
祭　
　
　
　
（
鷹
巣
）

総
合
教
育
会
議　
　
　
　
　
　
　
　
（
役
場
）

宝
の
木
植
樹
箇
所
確
認　
　
　
　
　
（
町
内
）

北
薩
広
域
行
政
事
務
組
合
議
会　
（
出
水
市
）

町
村
会
理
事
会
・
懇
談
会　
　
（
鹿
児
島
市
）

阿
久
根
地
区
消
防
組
合
議
会　
（
阿
久
根
市
）

国
保
連
合
会
正
・
副
理
事
会　
（
鹿
児
島
市
）

職
員
ア
イ
デ
ア
表
彰
、
仕
事
納
め
式

（
町
開
発
総
合
セ
ン
タ
ー
）

消
防
団
年
末
警
戒
激
励　
　
　
　
　
（
町
内
）

12月

　だれもが知ってるあの「寿限
無」がゆかいな絵本になりまし
た。ページをめくって寿限無を
唱える楽しい絵本です。

　十二支のできたきっかけがわ
かる本です。
　世界にも十二支あるんだよ。
知ってた？

　

高
谷
ま
ち
子　

文

「
十
二
支
の
は
じ
ま
り
」

齋
藤
　
　
孝
　
文

　
「
寿
限
無
」　　
　
　

ひ
と
切
れ
の
カ
ス
テ
ラ
吾
の
掌
に
乗
せ
る
曾
孫
の
仕
草
な

ん
と
愛
ら
し
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
浜
畑　

松
枝

薄
の
穂
光
り
て
揺
る
る
大
口
市
遠
き
日
亡
夫
と
住
み
に
し

と
こ
ろ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
松
元　

睦
子

デ
イ
ケ
ア
の
送
迎
車
の
窓
黙
し
ゆ
く
石
蕗
の
花
連
な
り
揺

れ
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
岩
下　

ち
江

傘
寿
超
え
よ
る
べ
な
き
わ
が
残
生
を
思
ひ
め
ぐ
ら
す
夜
半

の
雨
音
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
樫
平　

頼
子

向
か
ふ
山
の
な
だ
り
に
ひ
と
本
銀
杏
黄
葉
灯
り
の
ご
と
く

陽
を
受
け
て
立
つ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
米
尾　

和
子

咲
き
満
つ
る
黄
菊
の
花
の
蜜
を
吸
ふ
熊
蜂
ひ
と
つ
霜
月
な

か
ば
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
坂
之
下
典
子

向
か
ふ
山
の
暮
れ
初
む
空
に
星
ふ
た
つ
連
れ
添
ふ
ご
と
く

瞬
き
ゐ
た
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
中
山
タ
マ
エ

シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
の
窓
に
映
り
て
石
蕗
の
黄
花
が
盛
り
心

和
み
ぬ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
浜
田
美
代
子

冬
め
く
や
わ
が
八
十
の
膝
頭　
　
　
　
　
　

淵
脇　
　

護

石
蕗
の
花
夕
日
ま
み
れ
の
道
の
駅　
　
　
　

迫
口　

君
代

繋
り
場
の
船
の
軋
や
冬
の
海　
　
　
　
　
　

関　

佳
代
美

廃
校
の
庭
に
咲
き
継
ぐ
石
蕗
の
花　
　
　
　

山
嵜
加
代
子

シ
チ
ュ
ー
待
つ
十
一
月
の
夕
餉
か
な　
　
　

白
男
川
孝
仁

三
回
忌
母
を
偲
べ
る
石
蕗
の
花　
　
　
　
　

大
堂　

正
弘

石
蕗
の
花
綺
麗
造
形
美
術
展　
　
　
　
　
　

二
階
堂
妙
子

あ
い
さ
つ
の
生
徒
の
声
や
冬
め
け
る　
　
　

脇
田　

武
志

霜
月
や
暮
れ
て
も
見
ゆ
る
島
明
り　
　
　
　

二
階
堂
恵
子

天
辺
の
墓
に
灯
れ
り
石
蕗
の
花　
　
　
　
　

大
堂　

早
苗

愛
猫
の
墓
に
手
向
け
し
藁
の
花　
　
　
　
　

関　

喜
久
雄

カ
ー
ラ
ジ
オ
一
瞬
消
ゆ
る
石
蕗
の
花　
　
　

肥
後　

広
行

［
短
歌
］

石
ウ
ス
で
モ
チ
つ
く
大
人
子
供
ら
は
セ
イ
ロ
の
米
を
つ
ま

み
喰
い
た
り　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

小
林　
　

貢

残
菊
の
色
彩
り
映
え
て
霜
の
朝
手
折
り
て
娘
位
牌
の
前
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

小
林　

如
月

朱
き
実
の
薔
薇
の
種
割
り
土
に
埋
む
は
る
か
三
年
の
後
に

見
る
花　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

後
藤
ヨ
シ
エ

久
び
さ
に
「
は
ん
と
け
る
な
」
の
言
葉
き
く
新
宿
シ
ネ
マ 

夕
陽
の
あ
と
に　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

母
木　

良
平

年
来
る
や
月
日
の
立
の
は
早
い
事
年
は
い
ら
ね
ど
仕
方
た

な
い
か
な　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

町
田　

末
則

総
身
を
揺
す
り
て
諸
葉
落
す
木
に
敗
北
感
の
総
量
が
見
ゆ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

竹
之
内
重
信

喫
水
を
深
く
沈
め
て
タ
ン
カ
ー
が
長
島
海
峡
進
み
ゆ
く
見

ゆ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

宮
元
　
　
司

冬
の
日
の
移
る
は
早
し
ベ
ラ
ン
ダ
に
干
せ
る
布
団
の
す
で

に
蔭
り
つ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

石
原
百
合
子

起
き
臥
し
も
共
に
す
る
ら
む
メ
ジ
ロ
二
羽
庭
に
来
た
り
て

枝
を
移
れ
り　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

村
上
　
義
彦

秋
野
菜
播
き
終
り
た
る
畝
に
差
す
種
の
袋
は
こ
ち
ら
に
向

け
て　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
塚
　
洋
子

草
刈
り
を
終
え
た
る
後
に
一
本
の
白
百
合
立
て
り
風
に
揺

れ
つ
つ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

野
村
　
益
信

我
慢
し
て
来
た
る
妻
へ
の
不
満
な
ど
病
め
ば
い
つ
し
か
忘

れ
て
い
た
り　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

山
下　
　

学

　

町
で
は
、
長
島
町
健
康
づ
く
り
計

画
で
、
長
島
町
に
住
む
す
べ
て
の
人

が
一
人
ひ
と
り
健
康
で
い
き
い
き
と

生
涯
を
暮
ら
す
こ
と
を
目
指
し
て
い

ま
す
。

　

そ
の
一
環
と
し
て
、
口
の
中
や
歯

の
健
康
に
さ
ら
に
関
心
を
持
っ
て
い

た
だ
く
た
め
「
よ
い
歯
の
表
彰
」
を

行
う
こ
と
を
位
置
づ
け
て
い
ま
す
。

　

本
年
度
は
３
つ
の
部
門
で
計
42
人

が
、
12
月
１
日
に
開
催
さ
れ
た
長
島

フ
ェ
ス
タ
の
会
場
で
表
彰
さ
れ
ま
し

た
。

　

受
賞
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

■
８
０
２
０
表
彰
者

　

80
歳
以
上
で
自
分
の
歯
を
20
本
以

上
持
っ
て
い
る
人

池
田　

佳
子　
（
指

江
）　

小
川　
　

勉　
（
指

江
）　

大
串　

修
二　
（

潟

）　

樫
谷　

宜
己　
（
浜

漉
）

坂
本
ア
イ
子　
（
菅
牟
田
）　

関　
　

義
信　
（
蔵
之
元
）　　

竹
田　
　

實　
（
城
川
内
）　　

二
階
堂
軍
一　
（
蔵
之
元
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ほ
か
２
人

■
７
０
２
４
表
彰
者

　

70
歳
以
上
80
歳
未
満
で
、
自
分
の

歯
を
24
本
以
上
持
っ
て
い
る
人

林　
　

勝
信　
（
加
世
堂
）

■
６
歳
児
む
し
歯
ゼ
ロ
表
彰
者

　

就
学
時
健
診
で
む
し
歯
が
無
か
っ

た
６
歳
児

赤
嵜
　
航
汰　

 （
白

瀬
）

荒
田
　
航
丞　
（
幣　

串
）

浦
上
　
亮
磨　
（
中

南
）

大
堂
　
鈴
夏　
（
母
良
木
）

樫
谷
沙
愛
弥　
（
汐

見
）

加
世
堂
泰
晴　
（
加
世
堂
）

片
下
　
朝
登　
（
市
来
崎
）

久
保
　
陽
莉　
（
川
床
中
）

小
﨑
　
天
志　
（
本

町
）

小
畑
　
楓
真　
（
蔵
之
元
）

小
宮
路
明
咲　
（
山
門
野
）

坂
下
　
悠
真　
（
山

寺
）

﨑
野
　
凌
雅　
（
指　

江
）

敷
根
　
柚
葵　
（
母
良
木
）

七
條
　
千
幸　
（
伊

唐
）

瀬
ノ
口
琉
聖
　（
中

南
）

立
元
　
奏
土
　（
小

浜
）

立
元
　
徠
楽
　（
浦

底
）

谷
村
　
朋
哉
　（
上

揚
）

千
葉
　
大
和
　（
幣

串
）

長
元
　
陽
咲
　（

西

）

新
山
　
俊
太
　（
本

町
）

西
崎
　
真
央
　（
福
ノ
浦
）

野
中
絆
太
郎
　（
浦

底
）

福
山
結
寿
花
　（
矢

堂
）

藤
川
未
也
美
　（
蔵
之
元
）

森
枝
　
初
萌
　（
葛

輪
）

山
下
　
太
瑚
　（
薄

井
）

山
本
　
望
月
　（
蔵
之
元
）

𠮷
武
　
蓮
真
　（
茅

屋
）

𠮷
原
　
碧
紅
　（
川
床
下
）

※
掲
載
は
五
十
音
順
。
掲
載
に
同
意

さ
れ
た
か
た
の
み
を
掲
載
。

歯
の
健
康
は
一
生
の
財
産
［
令
和
元
年
度
よ
い
歯
の
表
彰
］
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「
さ
ん
あ
～
る
」
利
用
く
だ
さ
い

　

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
ア
プ
リ
「
さ

ん
あ
～
る
」
は
ご
み
の
分
別
方
法

が
手
軽
に
検
索
で
き
た
り
、
ご
み

の
収
集
日
を
知
ら
せ
た
り
す
る
な

ど
便
利
な
ア
プ
リ
で
す
。

　

ぜ
ひ
、
ア
プ
リ
を
イ
ン
ス
ト
ー

ル
し
て
利
用
く
だ
さ
い
。

　

次
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
イ
ン
ス

ト
ー
ル
で
き
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

役
場
介
護
環
境
課
環
境
衛
生
係

　

☎
（
86
）
１
１
５
３
［
直
通
］

２
０
２
０
年
農
林
業
セ
ン
サ
ス

　

令
和
2
年
２
月
１
日
現
在
で
、

全
国
一
斉
に
農
林
業
の
国
勢
調
査

と
い
わ
れ
る
「
２
０
２
０
年
農
林

業
セ
ン
サ
ス
」
が
実
施
さ
れ
ま

す
。

　

こ
の
調
査
は
、
今
後
の
農
林
業

の
政
策
に
役
立
て
る
た
め
に
5
年

ご
と
に
実
施
さ
れ
る
極
め
て
大
切

な
調
査
で
す
。

　

農
林
業
を
営
ん
で
い
る
皆
さ
ん

の
と
こ
ろ
に
調
査
員
が
訪
問
し

て
、
調
査
票
に
農
林
業
の
経
営
状

況
な
ど
の
記
入
を
お
願
い
し
ま
す

の
で
、
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

役
場
企
画
財
政
課
広
報
統
計
係

　

☎
（
86
）
１
１
３
４
［
直
通
］

い
つ
で
も
ど
こ
で
も
ス
マ
ホ

で
申
告

　

国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
「
確

定
申
告
書
等
作
成
コ
ー
ナ
ー
」
で

は
、①
「
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
」

と
「
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
対
応

の
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
」
を
お
持
ち

の
か
た
、
②
事
前
に
税
務
署
で
職

員
と
対
面
に
よ
る
本
人
確
認
を

行
っ
た
後
に
発
行
さ
れ
る
「
Ｉ
Ｄ

と
パ
ス
ワ
ー
ド（
Ｉ
Ｄ
・
パ
ス
ワ
ー

ド
方
式
に
対
応
し
た
も
の
）」
を

取
得
し
て
い
る
か
た
は
、
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
か
ら
ｅ
‐
Ｔ
ａ
ｘ
で
申

告
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

な
お
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
申

告
す
れ
ば
、
税
務
署
に
行
く
手
間

が
か
か
ら
ず
、
確
定
申
告
期
間
中

は
24
時
間
利
用
す
る
こ
と
が
で

き
、
申
告
書
の
控
え
は
Ｐ
Ｄ
Ｆ
形

式
で
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
に
保
存
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

2
カ
所
給
与
が
あ
る
か
た
、
年

金
収
入
や
副
業
な
ど
の
雑
所
得
が

あ
る
か
た
な
ど
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
専
用
画
面
を
利
用
で
き
る
範
囲

が
広
が
り
ま
し
た
。

　

詳
細
は
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
い
た
だ
く
か
出
水
税
務
署

に
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

出
水
税
務
署

　

☎
（
62
）
０
２
０
０

自
衛
官
候
補
生
募
集

　

防
衛
省
で
は
、
次
の
と
お
り
自

衛
官
を
募
集
し
ま
す
。

○
募
集
職
種

　

自
衛
官
候
補
生
（
男
・
女
）

○
受
験
資
格

　

令
和
２
年
４
月
１
日
現
在
、
18

　

歳
以
上
33
歳
未
満
の
者

○
受
付
期
間

　

１
月
20
日（
月
）～
２
月
17
日（
月
）

○
試
験
日
＝
２
月
29
日
（
土
）

※
試
験
会
場
は
、
受
け
付
け
時
に

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

鹿
児
島
地
方
協
力
本
部
薩
摩
川

内
出
張
所

　

☎
０
９
９
６
（
22
）
２
４
０
１

　
交
通
事
故
に
関
す
る
弁
護
士
相
談

　

県
交
通
事
故
相
談
所
で
は
交
通

事
故
に
関
す
る
弁
護
士
相
談
会
を

開
催
し
ま
す
。

　

相
談
は
無
料
で
す
。
希
望
さ
れ

る
か
た
は
事
前
に
相
談
所
に
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。
時
間
に
限
り
が

あ
る
の
で
、
定
員
に
な
り
次
第
、

締
め
切
り
ま
す
。

○
日
時

　

２
月
５
日
（
水
）

　

午
後
１
時
～
４
時

○
場
所

　

交
通
事
故
相
談
所
（
県
庁
内
）

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

交
通
事
故
相
談
所

　

☎
０
９
９
（
２
８
６
）
２
５
２
６

県
営
住
宅
空
き
家
待
ち
順
位
登
録

　

県
で
は
、
年
１
回
の
定
期
募
集

に
よ
る
入
居
希
望
者
の
空
き
家
待

ち
順
位
を
明
確
に
す
る
た
め
、
次

の
と
お
り
入
居
希
望
者
を
募
集
し

ま
す
。

○
物
件

　

県
営
寺
山
団
地
ほ
か
７
団
地

　
（
阿
久
根
市
・
出
水
市
分
）

○
申
込
書
の
配
布
・
受
け
付
け

　

２
月
１
日
（
土
）
～
29
日
（
土
）

　

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時

　
（
土
・
日
・
祝
祭
日
を
除
く
）

○
抽
選
日
時
・
場
所

　

３
月
10
日
（
火
）
午
後
２
時

　

県
北
薩
地
域
振
興
局
出
水
庁
舎

４
階
会
議
室

◎
配
布
場
所
お
よ
び
問
い
合
わ
せ
先

　

県
営
住
宅
指
定
管
理
者

　
（
株
）
オ
ー
リ
ッ
ク
不
動
産
出
水
支
所

　

☎
（
63
）
７
０
５
６

令
和
２
年
度
県
立
農
大
学
生
募
集

　

県
立
農
業
大
学
校
で
は
、
令
和

2
年
度
入
学
の
一
般
入
学
試
験
を

次
の
と
お
り
実
施
し
ま
す
。

○
出
願
期
限

　

１
月
23
日
（
木
）
ま
で

○
試
験
日

　

1
月
30
日
（
木
）

○
合
格
発
表

　

2
月
6
日
（
木
）

○
受
験
資
格

　

①
高
等
学
校
を
卒
業
し
た
者
、

　

令
和
2
年
3
月
に
卒
業
見
込
み

　

の
者
、
ま
た
は
こ
れ
と
同
等
以

　

上
の
学
力
を
有
す
る
と
知
事
が

　

認
め
た
者

　

②
卒
業
後
に
農
業
に
従
事
す
る

　

見
込
み
が
あ
り
、
心
身
と
も
に

　

健
康
な
者

※
募
集
す
る
学
科
や
人
数
、
必
要

書
類
な
ど
に
つ
い
て
、
詳
し
く
は

県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た
だ

さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

県
立
農
業
大
学
校
教
務
指
導
課

　

☎
０
９
９
（
２
４
５
）
１
０
７
１

お
れ
ん
じ
鉄
道
に
乗
り
ま
せ
ん
か

　

県
内
小
中
学
校
の
児
童
生
徒
に

肥
薩
お
れ
ん
じ
鉄
道
に
親
し
ん
で

い
た
だ
く
た
め
、
お
れ
ん
じ
鉄
道

を
利
用
し
て
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
交

流
な
ど
を
行
う
際
の
小
人
運
賃
を

助
成
す
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

　

事
前
手
続
き
が
必
要
で
す
の

で
、
気
軽
に
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

〇
申
請
可
能
な
団
体

　

Ｐ
Ｔ
Ａ
、
子
ど
も
会
、
町
内
会
、

部
活
動
、
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
な
ど

〇
助
成
対
象
と
な
る
活
動

　

児
童
生
徒
8
人
以
上
を
含
む
、

ス
ポ
ー
ツ
交
流
（
合
宿
・
試
合
観

戦
な
ど
）・
文
化
活
動
（
展
覧
会

鑑
賞
・
大
会
な
ど
）・
社
会
見
学（
遠

足
な
ど
）

※
助
成
要
件
な
ど
詳
し
く
は
、
県

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

県
肥
薩
お
れ
ん
じ
鉄
道
利
用
促

進
協
議
会
（
県
交
通
政
策
課
内
）

　

☎
０
９
９
（
２
８
６
）
２
４
６
５

出
水
麓
武
家
屋
敷
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー

　

北
薩
法
人
会
青
年
部
会
で
は
、

地
域
社
会
貢
献
事
業
と
し
て
、
次

の
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
し
ま
す
の

で
、
奮
っ
て
参
加
く
だ
さ
い
。

○
イ
ベ
ン
ト
名

　
「
第
６
回
早
春
の
出
水
を
歩
こ

う
！
出
水
武
家
屋
敷
ウ
ォ
ー
ク
ラ

リ
ー
」

○
開
催
日
＝
３
月
１
日
（
日
）

○
対
象

　

ど
な
た
で
も
（
小
学
生
以
下
は

保
護
者
同
伴
）

○
定
員
＝
２
０
０
人

○
参
加
料

　

・
中
学
生
以
上　

１
０
０
０
円

　

・
小
学
生
以
下　

５
０
０
円

　

・
未
就
学
児　
　

無
料

○
コ
ー
ス

　

出
水
駅
を
発
着
地
と
し
、
箱
崎

八
幡
神
社
、
出
水
麓
武
家
屋
敷
群

な
ど
を
巡
る
約
10
㌔

○
申
込
期
限
＝
２
月
21
日
（
金
）

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

公
益
社
団
法
人
北
薩
法
人
会
事
務
局

　

☎
（
62
）
１
３
３
８

職
場
の
ト
ラ
ブ
ル
の
相
談
を

　

県
で
は
、
労
働
者
個
人
と
使
用

者
と
の
間
に
生
じ
た
労
働
に
関
す

る
ト
ラ
ブ
ル
で
、
双
方
の
主
張
が

対
立
し
、
自
主
解
決
が
困
難
と

な
っ
た
事
案
の
解
決
を
手
伝
う

「
あ
っ
せ
ん
」
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

労
働
者
、
使
用
者
の
ど
ち
ら
か

ら
で
も
申
請
で
き
ま
す
。

　

相
談
料
は
無
料
で
、
秘
密
は
守

ら
れ
ま
す
。 

○
相
談
・
申
請
受
け
付
け
時
間

　

平
日
の
午
前
８
時
30
分
か
ら
午

後
５
時
15
分

○
申
請
方
法

　

県
労
働
委
員
会
に
申
請
書
を
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

県
労
働
委
員
会
事
務
局

　

☎
０
９
９
（
２
８
６
）
３
９
４
３
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↑一般男子の部の表彰式の様子

南日本 10kmロード通信競技大会

長
　12 月８日、出水市野田で第 60 回南日本 10km
ロード通信競技大会が開催され、本町選手らの健
闘が光りました。
　10 ㌔男子の部では、１位から３位を本町選手
が独占。高校女子の部でも３位に入るなど、１月
から２月にかけて行われる県地区対抗女子駅伝と
県下一周駅伝に弾みをつけました。
　主な成績は次のとおりです。
○一般男子の部（10 ㌔）　［１位］田ノ上尚吾（長
島町役場）［２位］池田智史（陸上自衛隊国分）［３位］
中橋信人（東町漁協）［７位］樋渡速太（長島町役場）
○高校女子の部（３㌔）　［３位］湯元七海（出水中央高校）
○小学生男子の部（３㌔）　［２位］増田航太（蔵之元小６年）
○小学生女子の部（３㌔）　［３位］内田陽菜（平尾小６年）

島の選手が大活躍

↑川添町長に受賞報告した上窪館長（写真左から２番目）

田尻公民館が地域貢献活動受賞

体性を重視する地域づくり主
　地域に貢献する活動を長年継続してきた団体な
どに対して、県が表彰する「鹿児島県地域貢献活
動表彰」について、田尻自治公民館の活動が認め
られ、表彰されました。
　同公民館では、老人会や子ども会、婦人会など
の団体がそれぞれの自主財源で活動し、主体性に
任せています。
　上窪正志館長は「今後も住民が活動しやすい環
境づくりを進めていきたい」と話しました。

↑受賞した町口さん（写真中央）

全国小中学校作文コンクール

口さんが県議会議長賞町
　読売新聞社が主催する「第 69 回全国小中学校
作文コンクール」で、蔵之元小学校４年生の町口
鈴花さんが県議会議長賞を受賞しました。
　受賞作は「わたしの大すきなあそ」という題名
で、町口さんが夏休みに阿蘇の祖母の家で過ごし
た思い出を回想し、熊本地震からの復興へ願いを
込めた作文です。
　町口さんは「すごくびっくりして、おばあちゃ
んに電話しました」と喜んでいました。

↑ダブル受賞を果たした山上代表（写真右）

↑三色餅を手渡し、事故防止の呼び掛け

年末年始の交通事故防止運動

色餅で交通安全 PR三
　阿久根地区交通安全協会長島東支部（石橋親信
会長）は 12 月 10 日、交通事故防止を図るため、
赤崎橋パーキングパークで街頭指導キャンペーン
を行い、信号の色にちなんだ三色餅と啓発チラシ、
ポケットティッシュなどを配布しました。
　この取り組みは「年末年始の交通事故防止運動」
の一環で、この日は同会員のほか、東町漁協、鹿
児島相互信用金庫の職員なども参加。ドライバー
に声掛けをしながら、交通安全への機運を高めま
した。↑講師に合わせて体を動かす児童

城川内小でラジオ体操出張授業

力づくりに生かして体
　12 月 16 日、城川内小学校（海江田徹男校長・
97 人）では全校児童を対象にラジオ体操出張授
業がありました。
　これはかんぽ生命が主催するもので、ラジオ体
操の普及と子どもの健全な育成を支援することを
目的としています。同校は昨年７月に全国ラジオ
体操コンクールに応募したことがきっかけで、今
回の出張授業が実現しました。
　当日は NHK の番組で指導する、鈴木大輔先生
と五日市祐子先生が講師として参加。児童らは体
の動かし方や体力づくりの方法などを学び、心地
よい汗を流していました。

かごしまの新特産品コンクール

上農園がダブル受賞山
　山上農園（三船）が「2019 かごしまの新特産
品コンクール」で、県特産品協会理事長賞と奨励
賞を受賞しました。
　これは県内特産品の開発を促進するために、県
特産品協会などが毎年開いているものです。
　同園は今回が初めての出品で、ダブル受賞を達
成。山上博樹代表は「受賞できたことがびっくり。
販路拡大と長島の PR を積極的に行いたい」と意
欲を見せました。
　入賞商品は次のとおりです。
○県特産品協会理事長賞（工芸・生活用品部門）
　「サワーポメロアロマ『POMERO 二島香里』」
○奨励賞（食品部門）
　「シラヌイドライフルーツ 完熟五味」
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↑きねを交互にふるい、ペタンと餅をつく児童たち

↑鰤王を贈る岩下部長

東町漁協青壮年部が歳末慰問

のブリを味わって旬
　東町漁協青壮年部は 12 月 23 日、高齢者福祉
施設にブリを贈呈しました。
　この日は岩下幸裕部長が桃源郷やあかね園、長
生園、スマイル園、さざ波の５施設を慰問し、養
殖ブリ「鰤王」を届けました。
　長生園では、岩下部長が「いつまでも元気で長
生きして」とあいさつ。久保チエ子さんは「皆で
おいしくいただきます」と笑顔でブリを受け取り
ました。

↑川添町長に寄付金を手渡す阿多委員長

行人岳運営委員会が寄付

域のために役立てて地
　12 月 23 日、行人岳不動明王廟運営委員会から
川添町長へ、寄付金が手渡されました。
　これは 12 月 26 日の町道行人岳線開通記念日
に合わせての贈呈です。
　阿多靖直委員長は「町道整備の効果で行人岳へ
の観光客が増えている。寄付は景観整備や産業振
興など地域のために役立ててほしい」と話しまし
た。

平尾小でお茶の入れ方教室

心
　平尾小学校（宮ノ前香織校長・ 78 人）では 12
月 11 日、５年生 14 人を対象にお茶の入れ方教
室を行いました。
　今回は日本茶インストラクター協会員の諏訪孝
久さん（中南）が児童たちにお茶をおいしく飲む
こつを伝授しました。
　児童は「１人分の茶葉は約２㌘が目安」、「70 度
くらいにさましたお湯で蒸らし、湯呑みに注ぐ」
とアドバイスを受け、「心を込めて入れることが一
番大事」ということを心掛け、お茶を注ぎました。
　山下煌

こ う が

月君は「教えてもらったことを生かして、
家族においしいお茶を入れてあげたい」と笑顔で
話しました。

を込めたお茶味わって
川床小学校で焼き芋、餅つき体験

元の食を味わう地
　川床小学校（内村英人校長・92 人）では、12
月 14 日、焼き芋づくりと餅つき体験がありました。
　これは、子どもたちに地元の食材を生産し、作
物をつくる喜びを味わってもらうことを目的に、
毎年行っているものです。今回は児童が自ら収穫
したサツマイモと米で実施されました。
　保護者や地元住民らの手ほどきを受けながら、
１、２年生 31 人が焼き芋づくり、３、４年生 35
人が餅つきを行いました。
　４年生の宮内優希君は「きねが重かった。皆で
食べるお餅はおいしかった」と笑顔を見せました。

↑九鬼選手によるバッティング指導

ベースボール教室 in 長島

ロのプレーに歓喜プ
　12 月 15 日、「ベースボール教室 in 長島」が城
川内運動場で開催され、町内のスポーツ少年団や
各中学校の野球部員、指導者ら約 100 人が参加
しました。
　今回は福岡ソフトバンクホークスの松本裕樹選
手や栗原陵也選手、九鬼隆平選手、田浦文丸選手
を招き、投球や打撃の指導を受けました。プロ選
手と各チーム代表者が行ったバッティング対決で
は、プロのプレーに会場中に歓声が響きました。
　出水ボーイズの川添堅斗さん（山中）は、「プ
ロ選手の指導が受けられて、とても嬉しい。基本
を大切にプレーしたい」と喜んでいました。

↑賞を手にする田浦さん（写真左）と田渕さん

介護相談員の永年活動功労者表彰

年間の活動たたえる10
　本町の介護相談員、田渕玲子さん（本町）と田
浦みや子さん（茅屋）が、地域ケア政策ネットワー
ク介護相談・地域づくり連絡会から永年活動功労
者として、表彰されました。
　２人は平成 21 年から現在までの 10 年間、介
護相談員として、高齢者福祉施設と行政との橋渡
しをしながら介護サービスの向上に取り組み、そ
の活動が評価されたものです。
　田浦さんは「今後も町の福祉に貢献したい」と
話しました。

↑丁寧にお茶を注ぐ児童
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↑草むしりをする園児たち

10,384 (±０)
  5,038 (±０)

5,346 (±０)
  4,501 (- １)

令和元年 12月 31 日現在
(　) 内は前月比

▽
新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
最
大
９
連
休
と

な
っ
た
年
末
年
始
。
有
意
義
に
過

ご
し
た
か
た
も
多
か
っ
た
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。
冬
休
み
は

ゆ
っ
く
り
家
族
サ
ー
ビ
ス
を
し
た

り
、
友
人
と
会
っ
た
り
な
ど
と
考

え
て
い
ま
し
た
が
、
う
ま
く
い
か

ず
重
い
気
分
で
新
年
を
迎
え
て
い

ま
し
た
。
元
旦
の
朝
は
初
日
の
出

の
取
材
も
兼
ね
て
家
族
３
人
で
行

人
岳
へ
。
雲
が
ほ
と
ん
ど
な
い
晴

れ
間
で
、
山
頂
の
駐
車
場
は
満
車

に
な
る
ほ
ど
多
く
の
人
で
に
ぎ

わ
っ
て
い
ま
し
た
。
太
陽
が
顔
を

出
し
、
チ
ャ
ン
ス
を
逃
す
ま
い
と

シ
ャ
ッ
タ
ー
を
切
り
続
け
て
い
る

と
周
囲
の
人
た
ち
の
歓
喜
す
る
様

子
に
気
づ
き
、
フ
ァ
イ
ン
ダ
ー
か

ら
目
を
離
し
て
、
そ
の
美
し
さ
を

体
感
し
ま
し
た
。
帰
宅
後
、
家
族

で
お
せ
ち
料
理
を
囲
み
な
が
ら
今

年
の
初
日
の
出
の
話
を
し
て
い
る

と
、
よ
い
一
年
に
な
り
そ
う
な
気

が
し
ま
し
た
。
今
年
も
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。　
　
（
田
上
徹
）

園
児
が
自
然
と
親
し
む
き
っ
か
け
に

　

町
で
は
、
町
民
の
皆
さ
ん
の
協
力
の
も
と
「
ぐ

る
っ
と
一
周
フ
ラ
ワ
ー
ロ
ー
ド
」
を
は
じ
め
と
し

た
景
観
づ
く
り
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
協
力
い
た
だ
い
て
い
る
団
体
を
紹
介
し

ま
す
。

○
団
体
名　
　

　

幼
保
連
携
型
認
定
こ
ど
も
園
さ
す
え
（
正
覺
智

成
園
長
・
63
人
）

○
場
所

　

指
江
地
区
国
道
３
８
９
号
線
沿
い（
福
守
石
油
前
）

○
活
動
状
況

　

同
園
は
園
児
た
ち
が
自
然
に
親
し
む
こ
と
を
目

的
に
、
平
成
22
年
か
ら
国
道
沿
い
の
花
壇
を
管
理

し
て
い
ま
す
。

　

現
在
は
主
に
４
、５
歳
の
園
児
31
人
が
中
心
と

な
り
植
栽
、
水
か
け
、
草
む
し
り
な
ど
を
定
期
的

に
実
施
。
園
児
ら
は
「
き
れ
い
、
か
わ
い
い
」
と

元
気
な
声
を
響
か
せ
な
が
ら
、
花
壇
の
手
入
れ
を

楽
し
ん
で
い
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

役
場
景
観
推
進
課
景
観
係

　

☎
（
86
）
１
１
３
６
［
直
通
］

　

次
の
か
た
か
ら
広
報
「
長
島
」

送
付
の
お
礼
と
し
て
、
金
一
封
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

景
観
団
体
の
紹
介
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【グランプリ】
小城守さん（出水市）

【準グランプリ】
谷山愛さん（出水市）

【準グランプリ】
吉田美奈子さん（出水市）

【入選】
長谷恭代さん（鹿児島市）

【入選】
長嶺大翼さん（薩摩川内市）

【入選】
柏木昌美さん（阿久根市）

　

な
が
し
ま
造
形
美
術
展
の
魅
力
を
広
く
Ｐ
Ｒ
す
る
た
め
、
同
イ
ベ
ン
ト
期
間
中
に
フ
ォ
ト
コ

ン
テ
ス
ト
を
実
施
し
、
総
数
３
１
５
点
の
応
募
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

応
募
と
合
わ
せ
て
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
の
造
形
展
Ｐ
Ｒ
な
ど
、
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

入
賞
作
品
を
次
の
と
お
り
、
紹
介
し
ま
す
。

造形展フォトコンテスト結果発表



月
日 月 火 水 木 金 土

当番医の利用は急患に限ります。ご協力ください。

※行事予定・当番医等は都合により変更される場合があります。（○休日当番医、□休日当番薬局、◇小児当番医 10 時～正午）

２０２０２
７ ８２ ５ ６

１４ １５９ １２ １３

２１ ２２１６ １７ １８ １９ ２０

２３

１１

４

１１/26

２５ ２６ ２７ ２８ ２９

１/27 １/28 １/29 １/30 １/31

３

１０

２４

３/2 ３/3 ３/7３/6３/5３/4３/1

○鷹巣診療所 86-0054
○ 内山病院 73-1551
○ せき耳鼻咽喉科クリニック 64-1187
○ つかさとクリニック 67-5560
○ 児島歯科医院 86-1266
□ 長島調剤薬局 64-5555
□ 本町薬局 73-3233
□ メープル薬局 62-9292
□ いまがま調剤薬局 65-7550
◇ 出水総合医療センター 67-1611

□獅子島ウォーク 2020
（獅子島アイランドセンター周辺）

■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）
■燃えないごみ（獅子島）

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）

（山門野・川床・浦底）
（獅子島）

■資源ごみ・燃えないごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）
■資源ごみ（獅子島）

■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）

（山門野・川床・浦底）
（獅子島）

○長島クリニック 88-6405
○ 鶴見医院 73-0553
○ さくら通りクリニック 62-2311
○ わかすぎ皮フ科クリニック 64-1313
○ こじま歯科医院 63-4618
□ しおかぜ薬局 88-6011
□ 会営薬局阿久根店 72-5060
□ さくらんぼ薬局 68-7000
□ オレンジ薬局 79-3972
◇ 二宮医院 62-0167

 

■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）

■資源ごみ・燃えないごみ
（城川内・指江・下山門野）

（山門野・川床・浦底）

■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）
■天ぷら油

（平尾・蔵之元・川内）
（鷹巣・諸浦）

◎乳児健診
（保健福祉センター）

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）

（山門野・川床・浦底）
（獅子島）

■天ぷら油
（城川内・指江・下山門野）

（山門野・川床・浦底）

○平尾診療所 88-2595
○ しみずこども医院 68-0633
○ 整形外科ばばぐちクリニック 64-8260
○ しもぞのクリニック 63-8300
○ つばさ歯科 62-8519
□ すくすく薬局 72-5010
□ フタヤ薬局 67-5253
□ 五万石薬局 63-8800
◇ しみずこども医院 68-0633

■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）
■燃えないごみ（獅子島）

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）

（山門野・川床・浦底）
（獅子島）

■資源ごみ・燃えないごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）
■資源ごみ（獅子島）

◎母子相談（２カ月）
（保健福祉センター）

■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）

◎１歳６カ月児健診
（保健福祉センター）

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）

（山門野・川床・浦底）
（獅子島）

■天ぷら油（獅子島）

天皇誕生日

○鷹巣診療所 86-0054
○ 門松医院 64-6100
○ 出水病院 62-0419
○ こどもクリニック永松 64-1500
○ きずな歯科 68-8133
□ 長島調剤薬局 64-5555
□ ゆうゆう薬局 73-2907
□ かしま薬局 63-3970
◇ こどもクリニック永松 64-1500

振替休日

■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）
○平尾診療所 88-2595
○ 上園医院 73-1055
○ 来仙医院 84-2005
○ 福原歯科医院 63-2501
□ 本町薬局 73-3233

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）

（山門野・川床・浦底）
（獅子島）

◎幼児歯科検診
（保健福祉センター）

■資源ごみ・燃えないごみ
（城川内・指江・下山門野）

（山門野・川床・浦底）
■びん・有害（獅子島）

■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）
■天ぷら油

（平尾・蔵之元・川内）
（鷹巣・諸浦）

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）

（山門野・川床・浦底）
（獅子島）

■天ぷら油
（城川内・指江・下山門野）

（山門野・川床・浦底）

建国記念の日

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）

（山門野・川床・浦底）
（獅子島）

○鷹巣診療所 86-0054
○ いまむらクリニック 73-1700
○ 福元医院 67-3200
○ 荘記念病院 82-3113
○ 中島歯科医院 82-0020
□ 長島調剤薬局 64-5555

祝日には、国旗を掲げましょう！
●２月 11 日は建国記念の日です。
　建国記念の日は「建国をしのび、国を愛する心を養う」ことを趣旨として
います。

●２月 23 日は天皇誕生日です。
　天皇誕生日は「天皇の誕生日を祝う」ことを趣旨としています。
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